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 初めまして。2013年度のフィンドレー大学福井県奨学生として、米国オハイ

オ州フィンドレー大学に留学させて頂いております、河上直子と申します。福

井県奨学生としてこのような貴重な機

会を頂けたことを非常に光栄に思って

おります。また、私の留学を支えてく

ださっている全ての方々への感謝を忘

れずに、これから１年間、数多くのこ

とを積極的に学んでいき、福井県の国

際交流事業に貢献できればと思ってお

ります。 

 9ヶ月間のこの報告書を通じて、皆

様にアメリカでの生活をお伝えすると

共に、この奨学生制度に興味を持って

頂ければと思います 

 

【フィンドレーについて】 

 フィンドレー市は、米国オハイオ州の西北部に位置しており、最寄りのトレ

ド空港からは車で 40分ほどのところにあります。人口は約４万人の、緑豊かで

のどかな街です。1880 年代に石油と天然ガスの産出によってフィンドレー市が

栄えたことから、石油がこの街と大学のシンボルマークになっており、この街

の至るところで散見されます。フィンドレー大学の学生が Oilersと呼称される

のも、そのためであると納得させられました。 

 

【フィンドレーでの生活について】 

 驚いたのが、ほとんどの学生がキャンパ

スの周辺に住んでいることです。これは日

本の大学との大きな違いだと感じました。

こちらで暮らすには、学寮または一軒家を

何人かでシェアするグループハウスの2つ

があるのですが、私はグループハウスを選

び、日本人５人・アメリカ人４人と暮らし



ています。週末は皆で料理を作ったり、遠くに出かけたりと、賑やかに暮らし

ています。キャンパス内にあるので教室までも近く、安全面から見てもとても

よい環境だと思います。 

 

【授業について】 

 フィンドレー大学でのコースは、様々な国からの留学生と共に英語を学ぶ

IELP(集中英語コース)と、ネイティブの学生に混ざり様々な分野の授業を受け

る Undergraduate(学部生)との二つに分けられます。私は、今回の秋学期は

IELPで学んでおり、リーディング・リスニング・コミュニケーション・コンポ

ジション・日本語の 5つを履修しています。日本の大学とは異なり、一週間に

同じ授業が何回もあるので、その分宿題に苦労しますが、先生方が非常に熱心

であったり、学生も積極的に授業に参加したりしている姿に、私も負けていら

れないと切磋琢磨する日々です。 

 

 

【1 ヶ月半を振り返って】 

8月半ばにこちらに到着してからは、新入生オリエンテーションに始まり、授

業や課外活動など、本当に慌ただしい毎日でした。しかし、日本では経験する

ことの少なかったボランティア活動やディスカッションなどに参加し、素晴ら

しく充実した毎日を過ごしております。様々なところに出かけ、初めてのもの、

人に触れていく中で多くのことを学ぶことができました。また、アメリカに来

てから、「積極性」が私の課題になりました。「やってみる？」という機会をい

ただいたら、それを逃さないこと。これが大切だと日々感じております。 
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 皆様、こんにちは。フィンドレーに来て 2 ヶ月半が経ちました。涼しい夏も

すっかり終わり、朝晩は冷え込むようになって冬の訪れを感じています。10 月

は 9 月以上に様々なイベントがあり、さまざまな活動が本格化していく毎日で

した。その中でも、英語落語、秋休み、Service Ambassador Program、博物館

ツアー、Halloween Parade の 5つを紹介させていただきます。 

 

 

【英語落語について】 

 10 月初旬に、フィンドレー大学の日本語プ

ログラムの一貫で英語落語に触れる機会があ

りました。講師として、日本やアメリカ、ニュ

ージーランドで英語落語をされている落語家

の笑人(しょうと)さんという方にお越しいた

だき、落語のいろはを教えていただきました。

笑人さんはとても朗らかな方で、私たちにひと

つひとつ丁寧に教えてくださいました。英語落

語というと難しいというイメージを持ってい

ましたが、英語落語はごく簡単な単語で、それ

も言葉ではなくニュアンスを伝えるものであ

るため、アメリカ人の学生にも理解しやすいも

のでした。後日発表会があり、人前で披露する

恥ずかしさや不安もありましたが、笑人さんに

表現の仕方や気持ちの込め方など、手取り足取

り教えていただき、形にすることができました。 

英語落語を習って、他の人が出来ないような

ことができるということは非常に大きなアドバンテージだということを改めて

感じました。まさに、「芸は身を助ける」ということです。笑人さんから教わっ

た英語落語のように、私の財産と言えるものをアメリカ生活で沢山作っていこ

うと思いました。 

 

 



【秋休みについて】 

 4日間の秋休みを利用して、ハウスメイト

たちとナイアガラの滝に行ってきました。

車で片道 8 時間の長旅でしたが、ナイアガ

ラの滝はとにかく雄大で圧巻でした。レイ

ンボーブリッジを歩いて渡り、アメリカ・

カナダ間の国境を越えたのもいい思い出で

す。秋休みが終われば後期の折り返しに入

ります。今後とも一層頑張ろうと思い直す

ことができ、いい切り替えになりました。 

 

【Service Ambassador Programについて】 

 アメリカ人学生と私たち留学生が

ペアになってボランティア活動をす

る、Service Ambassador Program

の活動で、毎週木曜日に老人ホーム

でボランティア活動をしています。

お年寄りの英語を聞き取ることはま

た少し違って難しく、私の英語もな

かなか通じないことも多いのですが、

毎回めげずに、興味を持ってもらえ

そうな内容を考えて取り組んでいま

す。10月は生け花やお花見、折り紙について紹介しました。11月からも引き続

き取り組んでいきたいです。 

  

【博物館ツアー】 

 フィンドレー大学の異文化理解活動の一貫として開催された博物館ツアーに

参加しました。今回は、シンシナティにある National Underground Railroad 

Freedom Centerとミシガンにある Holocaust Memorial Centerとの二つに行

きました。Underground railroadとは、南北戦争の際に奴隷がひっそりと亡命

することを手助けした組織や逃亡路のことを指します。シンシナティは、奴隷

州と自由州の境目であり、黒人奴隷を北部に逃がす重要な拠点であったそうで

す。発展途上国で行われている子どもの強制労働や搾取も奴隷の一部であると

紹介されている展示物を見て、奴隷問題が過去の問題ではないのだと認識が改

まりました。 

また、Holocaust Centerでは第二次世界大戦を中心としたユダヤ人の文化や



歴史を学びました。印象的だったのは、ユダヤ人が収容所へ連れて行かれる際

に使われた本物の列車が展示されていたことです。窓もトイレもない簡素な木

造列車で収容所まで連れて行かれたおじいさんの経験談を聞き、人種の違いだ

けでここまで酷い扱いを受けたという事実に、胸が締め付けられる思いでした。 

Underground Railroad Center から。橋の向こ

うはケンタッキー州と、確かに境目でした。 

 

【Halloween Parade について】 

私の所属している日本文化ク

ラブの活動で、ハロウィンパレー

ドに参加しました。仮装し、

JAPAN と書かれた旗を携えて、

道路の両脇に溢れんばかりに並

んだ子供たちにお菓子を配りな

がら歩きました。近くのスーパー

では 8月の下旬からハロウィン商

品を取り扱うほどで、10月に入る

と大学はもちろん街中でくり抜

かれたパンプキンやハロウィン

の飾りを見ることができるなど、

アメリカではハロウィンが重要視されているのだということを強く実感しまし

た。 
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【Funday Sundayについて】 

 Funday Sundayという地域の子どもたちとの交流会で、日本のコーナーを担当しました。

このイベントは、フィンドレー大学内にあるマーザミュージアムで毎月開かれているもの

です。今回のテーマは”Wild West”ということで、新聞紙でテンガロンハットとかぶとを作

ることにしました。当日はたくさんの人が足を運んでくれて、息つく暇もないほどの忙し

さでしたが、達成感でいっぱいでした。テンガロンハットを折るのは、子どもには難しい

のではないかと心配していましたが、大人も子どもも興味深そうに楽しみながら作ること

ができ、大成功だったと思います。 

 

 

【Diwali Nightについて】 

 ディワーリーとはインドの新年のことで、フィン

ドレー大学でもそのお祝いがされました。日本の大

学でヒンディー語を学んでいたこともあり、インド

人の友達にインドの民族衣装・サリーを着せてもら

い、ディワーリーナイトに参加しました。今まで知

らなかったインドの伝統料理、民族衣装の着方、言

語、舞踊など色々なものに触れることができました。

異文化理解のためには、異文化に積極的に触れるこ

とが一番だと考えています。そのため、こういった

イベントにはこれからも積極的に参加していこうと

思いました。 

 



【One World, Many Voices について】 

 留学生とアメリカ人学生の交流促進を図る、One 

World, Many Voicesというイベントがあり、日本食を作

る担当に立候補しました。お肉は避けようということで

エビのあんかけを作り、好評だったのですが、留学生や、

アメリカ人学生の中には、エビはもとよりシーフードが

食べられないという人が1割ほどいたことに驚きました。

初めてのエビに挑戦してみて、すごく美味しい！との声

もいただき、単に慣れていないだけなのかとも思いまし

たが、同時に、皆に美味しく食べてもらえる日本食とし

て何を作れば良かったか、という課題も見えてきました。

こういう機会があれば、是非もう一度参加したいです。 

 

 

【Thanksgiving breakについて】  

アメリカでは 11 月の第 4 木曜日は thanksgiving day という祝日になっています。これは

1620 年にイギリスからアメリカに移住した人々が、大変厳しい冬をネイティブアメリカン

の助けで生き延びることができたため、その感謝を表す目的で始まったと言われています。

Thanksgiving dayのため大学が 5連休になったので、アメリカ人の友達の家に滞在させて

もらいました。家では、各自が持ち寄った七面鳥の丸焼きやパンプキンパイ、マッシュポ

テトなど伝統的な thanksgivingの夕食をご馳走になりました。離れているところに住んで

いる家族が集まって食卓を囲むという、アメリカの休日を満喫することができました。ま

た、家族団らんの中にお邪魔した私を、初対面にも関わらず本当に温かく迎えていただき、

感謝の気持ちでいっぱいでした。 
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【Service Ambassador Programの振り返り】 

 10 月から始まったボランティア活動も終わりを

迎えました。12 月の初旬に、それぞれ異なった施

設でボランティア活動をしていたグループが集ま

って活動報告会をしました。Service Ambassador 

Program では、私が訪問していた老人ホームだけ

でなく、貧しい人々への食料配布や小学校訪問、動

物と触れ合う活動など色々なものがあったことを

知り、皆色々なことに挑戦して、困難を乗り越えたことを共有しました。今回の老人ホー

ムへの訪問を通して得られた経験や友人は大きなものであり、春学期も引き続きこのプロ

グラムに参加したいです。 

 

【デトロイト総領事訪問】 

12 月 9 日に、今年新しく着任されたデトロ

イトの片山総領事がフィンドレー大学を訪問

されました。片山総領事だけでなく、フェル学

長や、フリード前学長をはじめ、副学長、学部

長、市の経済開発局の方々にもお会いする貴重

な機会となりました。写真は片山総領事です。

片山総領事はとても気さくな方で、福井県とフ

ィンドレー大学の交流が始まったきっかけに

ついて紹介したところ、とても興味深そうにお話を聞いてくださいました。福井県との奨

学生制度を設立してくださったフリード前学長にもお会いし、直接お礼を申し上げること

ができました。今後もこのような素晴らしい制度が続いていくことを切に願っています。 

 

【冬休みについて】 

期末テストが終わると、3 週間の冬休みがありまし

た。4 日間に及ぶ期末テストが終わるやいなや、アメ

リカ人の学生はさっそく実家に帰省していき、大学周

辺は一気に人気がなくなりました。私も、友人たちと

フロリダ・ワシントンに旅行へ行きました。 

フロリダのオーランド空港までは飛行機で 2 時間半



ほどですが、気候はフィンドレーのものとは天と地ほどの差がありました。時にはマイナ

ス 10度を軽く下回るフィンドレーに対し、オーランドは 12月にも関わらず 30度近くまで

になります。常夏の気候のせいか、街の雰囲気もどこか開放的で、改めてアメリカの広さ

を感じました。訪れたケネディ宇宙センターでは、スペースシャトルの発射基地や組立工

場の見学など、貴重な体験をすることができました。 

 

それから、ワシントン D.C.を訪れました。ワシントン D.C.

は、アメリカの首都、政治と歴史の中心地ということもあり、

当然ながらオハイオともフロリダとも全く異なった厳かな雰

囲気でした。ワシントンでは、ホワイトハウスを始めリンカ

ーン記念堂、キング牧師記念碑、スミソニアン博物館や連邦

議事堂など数多くの観光地を訪れました。中でも特に素晴ら

しいと思ったのはスミソニアン博物館です。ワシントン D.C.

の多くの主要観光施設同様、入場料が無料であるという点に

加え、スミソニアン博物館は非常に大規模なものでした。ナ

ショナル・ギャラリー（国立美術館）、国立アメリカ歴史博物

館や国立航空宇宙博物館に加え、産業・技術史に関する博物館やアメリカ・インディアン

の博物館などが連邦議事堂前の道路の両脇に配置されて、辺り一帯が広大なスミソニアン

博物館地域となっており、とても一日や二日では回りきれない程でした。所蔵品も、目で

見て楽しむ作品だけに留まらず、見て聞いて触って感じ取る作品が数多くあり、大人も子

どもも楽しめる場所でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋学期は、英語集中コースといえども初めてのアメリカの授業に戸惑うことも多くあり

ましたが、ほとんど全ての授業で A をいただくことができました。また、勉強面以外でも

多くの人に支えられてきました。春学期は力になってくれた人々に力を貸せる人になりた

いです。春学期からは、学部で心理学・宗教学・美術などを新しく勉強することになって

います。今までとは全く異なった環境になると思いますが、これまでより一層勉学に身を

入れ、また同時に数多くのことに挑戦していきたいと思います。 
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【寒波について】 

 1月上旬に、アメリカ北東部を記録的な寒波が襲い

ました。大雪や厳しい冷え込み、強風に見舞われ、空

の便を始め交通網が大きく乱れたほか、多くの政府機

関や学校が閉鎖されるなどしました。ニューヨーク州

とニュージャージー州では非常事態宣言が発表され、

外出を控えるよう呼びかけられていました。もちろん

フィンドレーも例外ではなく、6日から始まるはずだ

った春学期がなんと 3日間の休校になりました。幸い、

雪はそれほど降りませんでしたが、気温はマイナス

27 度まで下がり、体験したことのないような寒さで

した。アメリカ人のハウスメイトも、寒さの影響で学校が休みになるのは 3 年振りで、さ

らにこれほどの寒さは生まれて初めてだと驚いていました。寒さは 1 月の中旬に一旦は収

まりましたが、月末にも再び寒波に襲われ、27、28 日にかけて一部授業が休みになるなど

しました。  

 

【トレド補習校での新年会について】 

 1 月 18 日に、フィンドレーから車で１時間ほどのトレド市にある日本人学校で、新年会

がありました。トレド補習校は、親の都合でアメリカに住むことになった子どもたちが，

将来日本に帰国したときに日本の学校や習慣に順応できるようにするため、保護者が主体

となって創設された、生徒数 50 名ほどの小さな学校です。今回初めてここを訪れましたが、

先生と生徒との距離がとても近い、和気あいあいとした学校だなと感じました。新年会で

はお餅をついたり折り紙やかるたなどで遊んだりしました。今学期からフィンドレー大学

に来られた生徒さんとも、書き初めや竹馬などを通して親しくなることができました。 



【Martin Luther King Jr. Day について】 

アメリカでは、毎年 1月の第３月曜日をマーティン・ルーサー・キング・ジュニアデーと

定め、祝日にしています。「私には夢がある」という演説で有名なキング牧師は、黒人解

放運動・公民権運動の指導者であり、その功績により今からちょうど 50年前にノーベル平

和賞を受賞しました。キング牧師は、アメリカの、特にアフリカ系アメリカ人に対する差

別の歴史を語る上で重要な人物の一人となっています。フィンドレー大学でも、キング牧

師を称える式典が開かれました。The American Negro Playwright Theatre の創始者であり、

キング牧師の功績を伝える活動をされている Barry Scott さんをゲストスピーカーとして

お招きし、力強い講演を聞くことができました。また、先月ワシントンを訪れた際にキン

グ牧師の記念碑を訪れたのですが、これは初の黒人大統領として、キング牧師の功績を称

えたオバマ大統領によって 2011 年に建てられたものだと知りました。アメリカにおいて祝

日が制定された故人は、他にクリストファー・コロンブス(10 月第 2 月曜日)とジョージ・

ワシントン、エイブラハム・リンカーン（大統領の日・2月第 3月曜日）の 3人しかおらず、

ここからもキング牧師の偉大さをうかがうことができます。現在アメリカ国内において、

少数民族に対する人種差別が無くなったと言うことはまだできませんが、キング牧師の活

動により、法によって平和的に人種差別撤廃の動きを強めた意味は大きいといえます。 

 

【トレド交響楽団について】 

 1 月 24 日にフィンドレー大学内で、トレド交響楽

団によるクラシックコンサートがありました。トレ

ド交響楽団は今年設立 70周年を迎える歴史ある楽団

で、フェル学長やフリード前学長も参加されていま

した。今学期から始まった慣れない学部の授業に戸

惑っていた私にとって、美しい音楽に触れることは

とてもよい気分転換となりました。 

 



フィンドレー大学の良いところのひとつとして、こういった余暇活動が充実していること

が挙げられます。今回のクラシックコンサートだけでなく、コメディーショーや、ジムで

のダンス教室など、その内容は多岐に渡ります。新学期には新入生を歓迎するイベントが

キャンパス中で毎日のように開かれていました。さらに、フィンドレー大学の学生であれ

ばこういった全てのイベントに無料で参加することができるのも非常に素晴らしいことだ

と思います。 

私の留学生活も折り返しに入りました。今学期も、秋学期に引き続き様々なイベントに積

極的に参加するつもりです。また、来月からいくつか新しい活動も始まります。詳しくは

来月の報告書で紹介しますが、今学期は前期以上によく学びよく考える学期にしたいと思

います。 



2013-2014 フィンドレー大学・福井県奨学生 月例報告書 2月分 

 

作成者：河上直子 

作成日：2014年 2月 28日 

 

【Groundhog Dayについて】 

北米において毎年2月2日は、「Groundhog Day(グ

ラウンドホッグデー)」と呼ばれる、Groundhog と

いうリスのような動物の動きによって春の訪れを予

想する日です。「グラウンドホッグは 2月 2日に冬眠

から覚めるものの、外に出て自分の影を見ると驚い

て巣穴に戻ってしまう」とされており、グラウンド

ホッグが巣穴から出る時に天気が曇っていれば春は

間近で、晴れていれば、冬は６週間続くとされています。朝からニュースではこのイベン

トが話題になりましたが、厳寒と言われる 2014年の結果は「冬はあと 6週間続く」という

ことで、まだまだ寒い日が続きそうです。 

 

【Black history monthについて】 

アメリカでは今月は、奴隷解放宣言を発表したリンカーンと奴隷廃止活動家のフレデリ

ック・ダグラスの誕生月であることから、黒人歴史月間となっています。フィンドレー大

学内でも多くの映画鑑賞会や講演会、バスケットボール大会などが催されました。 

2月 15日にはそのメインイベントである Black Tie Affairというダンスパーティーがあ

りました。これは、男の人はスーツ・女の人はドレスを着て参加する、年に一度のフォー

マルなダンスパーティーです。このパーティーを楽しみにしている学生も大勢おり、会場

では、プロムドレスと呼ばれる長い丈のドレスから短い丈のものまで様々なドレスを見る

ことができました。学校で開催されるダンスイベントの類は、日本ではほとんどないので

はないかと思います。また、ダンスだけでなく、パーティーの終わりには、学年ごとのキ

ングとクイーンを決めるミスター・ミスコンテストのようなものもあり、大変賑やかなイ

ベントでした。 

 



【日本語ボランティアについて】 

 1月から、毎週 1回の頻度で、今夏北海道の酪農学園大学に行かれる獣医学の教授に日本

語を教えています。日本についてほとんどご存知ないということで、「おはようございます」

などの挨拶から始めました。最初は、日常会話を教えるくらい簡単だろうと高をくくって

いましたが、日本というものに全く触れたことのない方に日本語を教えるということは、

私の想像をはるかに超える難しさがありました。 

アメリカに来て分かったことですが、私は今まで、自分は高校生の頃アメリカに短期留

学をし、大学でも国際系の学部に所属しているということもあり、外国の方々と触れ合う

機会は多いように思い込んでいました。しかし、ここに大きな勘違いがありました。フィ

ンドレーに来るまで、私が知っていた外国の方々は、ほとんどと言っていいほど日本語・

日本文化をある程度知っている人たちばかりでした。しかしこちらに来てから、そうでは

ない方々と知り合う機会が圧倒的に多く、これまで自分の視野がいかに狭かったか思い知

りました。そのため、挨拶や自己紹介と言った日本語を紹介することももちろんですが、

お札の種類や電車の乗り方など、ともすれば当たり前のように感じる日本独特のものを伝

えることも必要だなと思いました。そのため、何をどう教えたらよいかを考えて毎週取り

組んでいます。 

 

【元気キッズについて】 

 今期から、フィンドレー大学内で行われている「元気キッズ」というプログラムに、3人

の日本人学生と 1人のアメリカ人学生と共に参加してい

ます。元気キッズとは、日本語に興味のある小学生の子

どもたちが、週に 2回、放課後にフィンドレー大学を訪

れて、ゲームや歌を通じて楽しみながら日本語を学ぶプ

ログラムです。子どもに教えるという初めての経験に、

当初は緊張していましたが、子どもたちの元気の良さに

圧倒され、緊張感など忘れ取り組んでいます。 

幼い頃から異文化に触れるということはとても貴重なことだと思います。今回その貴重

な経験を与える側として、週 2 回のこの時間を子どもたちにとって有意義なものにしたい

と思います。また、4月には元気キッズの成果を発表する機会を二度いただいています。良

いものが発表できるよう、子どもたちと精一杯頑張っていきたいです。 
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3月になり、フィンドレーの気候も少しずつですが暖かくなってきました。アメリカでは、

3 月の第二日曜日から 11月の第一日曜日の間、時間を 1 時間早めるサマータイムが採用さ

れています。この日から、日本との時差が 14 時間から 13 時間に戻ります。ちなみに、日

本ではサマータイムの名で知られていますが、アメリカでは

Daylight Saving Timeと呼びます。 

また、3月１７日には聖パトリックスデーという祭日がありまし

た。この日は、アイルランドにキリスト教を広めた聖人・聖パトリ

ックの命日であり、シャムロックというクローバーのような植物が

彼のシンボルであったことから、緑色の物を身につけてお祝いしま

す。また、春の訪れを祝うという意味も込められているようで、ア

イルランド系であるなしに関わらず、この日は大勢の人が緑色の服

や鞄を身につけていました。 

 

【春休みについて】 

 3 月 1 日から 9 日間の春休みを利用してニューヨークへ行きました。今年の記録的な寒

波の影響はまだニューヨークでも続いており、例年よりもかなり

気温が低く、セントラルパークや街外れにはまだ雪が残っている

ほどでした。 

滞在中は、3つの美術館や 2つのブロードウェイミュージカル

を始めとする、さまざまなところに足を運ぶことができました。

中でも印象的だったのが、2001 年の同時多発テロ事件の跡地に

できた 911メモリアルです。現在は新ワールドトレードセンター

が建設中で、かつてツインタワーが建っていた場所は慰霊碑にな

っています。近くのトリビュートセンターでは遺品や手紙などが

展示されており、映像を見ながら涙を流している方もおられまし

た。高速で建設されていくビルやど

んどん変わっていく活力的なニュ

ーヨークの町並みを見ている限り

では、ともすれば事件は過ぎ去った

かのように思えますが、人々の心の

中にはまだ一生消えぬ傷として残



っています。ミュージカルやショッピングなどの、娯楽だけでないニューヨークを自分の目

で見ることができ、本当に行ってよかったと思いました。 

また、フィンドレー市では人口のほとんどが白人のため、アジア人は目立った存在でした

が、人種のサラダボウルと形容されるニューヨークでは全くそのようなことはありません。

ニューヨークにいるさまざまな人々は、混ざり合わないながらも共存しており、改めてアメ

リカのダイバーシティを実感することができました。 

  

【インタビューについて】 

県の高校生を対象として、海外で学ぶことの魅力やフィンドレー大学について理解を深

めてもらうことを目的として、埼玉県親善大使の方と協力し、2月から 3月にかけて 3名の

方々にインタビューを行いました。その様子を簡単に紹介します。 

まずインタビューを行なったのは、福井県との奨学金制度を立ち上げたフリード前学長

です。前学長には、進駐軍の将校として福井県に滞在しておられた頃のことや、学長時代の

ことなどをお聞きしました。普段はあまり口数の多くないフリード前学長に多くのことを

語っていただくことができて、とても嬉しかったです。 

次の、フィンドレー大学初の女性学長であるフェル学長へのインタビューでは、海外で学

ぶことや、学長自身の成功の秘訣をお聞きしました。学生時代のことも詳しくお話してくだ

さり、フェル学長のルーツに迫ったインタビューにすることができました。 

最後に、フィンドレー大学の卒業生であり同市初の女性市長であるミハリク市長にイン

タビューをしました。大学時代のことや、二児の母であり同時に女性市長であることへの思

いを中心に質問させていただきました。ミハリク市長はとても朗らかな方でインタビュー

は終始和やかな雰囲気に包まれていました。 

インタビューを行う際には、その方のバック

グラウンドから調べ、言うまでもなく質問内容

もその方に応じて変えていかねばなりません。

これらの作業を含め、インタビューをするとい

うことは想像以上に大変なものでした。現在は

それらの編集にあたっておりますが、私たちに

しか伝えられないことを盛り込んだよいもの

ができるよう尽力します。 
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はじめに、これまでフィンドレーでの留学生活をつづってきた私の留学報告書も、今回

が最後となりました。今思えば、あっという間の 10ヶ月間でした。今までお読みくださっ

た皆様、本当にありがとうございました。 

 

【International Nightについて】 

 大学内で、4月 4日にインターナショナルナイトが開かれました。これは、留学生が中心

となって、各国の文化や食べ物を紹介する文化祭のようなものです。フィンドレー大学の

イベントの中でも特に国際色溢れたものであり、今年は 11か国が参加しました。 

私たち日本からの留学生は、お揃いの T シャツを作り、自分たちで料理した炊き込みご

飯と味噌汁を日本料理としてふるまいました。さらに、折り紙やけん玉、だるま落としな

どの体験コーナーも設け、地域の子供たちなど学外の方々にも日本文化に触れていただき

ました。そして発表会では、きゃりーぱみゅぱみゅやソーラン節、盆踊りなど、日本のポ

ップミュージックと伝統的な舞踊との二種類をダンスで披露しました。どの国も素晴らし

い発表で、会場全体がひとつになって各国のパフォーマンスを楽しみました。発表後は、「日

本が一番良かった」とたくさんの方に褒めていただけて、1ヶ月以上に及ぶ練習のかいがあ

ったと皆で喜び合いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【元気キッズ発表会について】 

 上記のインターナショナルナイトと、4月 6日に Bowling Green 州立大学で行われたお

花見で、元気キッズの発表会もさせていただきました。子どもたちが自分の名前と年齢、

好きな色を日本語で紹介し、この日のために練習してきた、かえるの歌、チューリップ、

大きな栗の木の下で、さよならソングの四曲を発表しました。大勢の観客の前でも臆する

ことなく堂々と発表してくれて、非常に嬉しく思いました。 



また、振り返ってみると、週に二回、子どもたちを集めて歌やダンスを教えることは非

常に大変でした。子どもとあまり関わった経験がなく、さらに教師志望ではない私が軽い

気持ちで参加した元気キッズは、時として思うように進まず、焦った時もありました。し

かし、こうして発表を成功させることができて、達成感でいっぱいです。今秋の元気キッ

ズの時期にはもう会えないということを子どもたちに伝えると、本当に残念がってくれる

ほど子ども達と打ち解けることができたことも、非常に嬉しく思いました。 

  

 

【Easter(復活祭)について】 

 4 月 18 日から 21 日は、イエス・キリストの復活を祝うイー

スターという休暇がありました。私は、ルームメイトの実家へ

お邪魔させていただきました。彼女の実家は、オハイオ州の州

都・コロンバスにありフィンドレー市からは車で三時間ほどの

距離にあります。ホームステイ中は、イースターエッグ(写真)

を作ったり農場で乗馬をしたりしました。また、親戚が集まる

場にも招いていただき、彼女のご家族と留学中の思い出話に花

を咲かせるなど、充実した 4日間でした。 

 

【留学を振り返って】 

私にとって海外での長期滞在はこれが初めてであり、当初は不安だらけでした。しかし

この期間で、様々な人・ものとの出会いがあり、またそれらの出会いどれもが非常にすば

らしいものでした。この留学を実り多いものにできたのは、「積極的に何でもやってみるこ

と」をモットーにものごとに取り組んだためだと思います。 

アメリカで様々な考え方や価値観に出会い、多くのことを学んで、私自身も人間として

確実に成長できたと感じます。このような貴重な機会をいただいて、本当に感謝の気持ち

でいっぱいです。この留学を支えてくださった全ての方々に今一度、感謝致します。本当

にありがとうございました。帰国後は大学でさらに勉学に励み、自分の将来を見据えてい

きたいと思います。今まで、本当にありがとうございました。 
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 2013年度フィンドレー大学・福井県奨学生の河上直子です。2013年8月から今年の

5月にかけて、オハイオ州フィンドレー大学で多くのことを学ばせていただきました。

私の留学を支えてくださった皆様のおかげで、こうして無事留学を終えることができ、

感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

“Out of comfort zone” 

アメリカ留学はこれまでの殻を破る大きなものとなりました。日本にいた頃、私は、

失敗することを恐れ、与えられたことをこなすだけでした。しかし、いざ親善大使と

して選ばれアメリカに来たからには、「留学先での恥は掻き捨て」だと思い、何でも

尋ね、積極的にものごとに関わろうと決めました。 

“Out of comfort zone.”これは秋学期が始まる前、新入生を対象としたセミナーで教

授から頂いたアドバイスです。「居心地の良い場所から抜け出して挑戦すること」。こ

の助言は私の胸に大きく響きました。「居心地の良い場所」、これは単に母国のことを

意味するものではありません。アメリカにいても、同じ母国語を持つ人達といつも一

緒に過ごしていれば、それは居心地の良い場所なのです。そこで私は、極力日本人ば

かりと過ごすことのないよう気をつけました。 

 

どんどん外へ出て行って、授業以外にもたくさん学ぼう。そう考えた私はまず、日

本では経験の少なかったボランティア活動に取り組むことにしました。これは日本を

全く知らないアメリカ人学生と知り合う良い機会でもあり、彼らに日本のことを説明

する過程で異文化コミュニケーション能力や英語力の向上にも繋がりました。 

次に、日本語を教えるという活動に多く携わりました。元気キッズの活動で週に2

回子どもたちに日本語を教えた他、酪農学園大学へ研究で行かれるアメリカ人の教授

に日本語会話を教えたり、日本語専攻の学生のチューターなどを務めたりしました。

これらの活動は私にとって初めてのことばかりで、困難も多々ありましたが、どうす

れば最善かを試行錯誤しながら取り組みました。 

 また、埼玉親善大使の方と共に取り組んだ、学長・市長・前学長へのインタビュ

ー、対談集作成も本当に思い切った試みだったと思います。非常に大変な作業でした

が、輝く二人の女性リーダーに加え、福井県にゆかりのあるフリード前学長とお話し

する機会を持つことができたことを光栄に思っています。インタビュー能力に関して

は至らない点もありますが、私たちにしか出来ないものが出来たと思っています。ど

うぞご一読ください。 

 

 この10ヶ月間、非常に充実した毎日を過ごすことができました。この期間で様々

な人やもの、考え方や価値観に出会い、多くのことを学ぶことができましたし、私自

身も人間として確実に成長できたと感じます。このような貴重な機会を本当にありが

とうございました。 
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生
ま
れ
た
。
二
十
四
年
間
勤

め
た
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
セ
ン
テ
ナ
リ
ー
大
学

で
准
教
授
と
副
学
長
を
経
験
。
後
、
オ
ハ

イ
オ
州
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
で
現
在
学
長

と
し
て
四
年
目
。
同
大
学
史
上
初
の
女
性

学
長
。
「
二
〇
一
一
年

O
h
io

 D
iv

ersity
 

an
d

 L
ead

ersh
ip

 C
o
n

feren
ce

に
お
い
て
オ

ハ
イ
オ
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
女
性
」
と
し

て
選
出
さ
れ
る
。
テ
キ
サ
ス
A

&

M
大
学

英
語
博
士
号
取
得
。 

 

1 ま
ず
、
私
た
ち
の
よ
う
に
若
い
う
ち
か
ら

留
学
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で

す
か
。 

 

留
学
は
教
育
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
海
外
で
勉
強
し
た
学
生
た

ち
は
、
自
身
が
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る

と
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
経
験
が
人

生
を
変
え
た
と
語
っ
て
く
れ
ま
す
。 

 

2 現
在
二
十
六
カ
国
か
ら
三
百
名
を
超
す

留
学
生
が
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
で
学
ん
で
い

ま
す
。
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
の
留
学
生
受
け
入
れ

状
況
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。 

 

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
取
り
組

み
の
歴
史
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
さ
ら
に
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
私
た

ち
は*

IE
L

P

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
英
語

を
学
び
た
い
留
学
生
の
支
援
を
し
て
き
ま

し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
人
学
生
が
留
学
生
と
よ

り
親
密
な
関
係
を
気
づ
く
こ
と
、
さ
ら
に

は
ア
メ
リ
カ
を
出
て
海
外
で
勉
強
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
努
力
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
本
当
に
重
要
な
役
割
だ
と
感

じ
ま
す
。
さ
ら
に
は
教
職
員
も
学
生
の
留

学
を
後
押
し
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

＊IE
L

P

プ
ロ
グ
ラ
ム
： 

留
学
生
を
対
象
と
し
た
英
語
集
中
プ
ロ
グ

ラ
ム 

 

3 フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
こ
の
大
学
の
強
み
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
留
学
生
は
英
語
を
学
ん
だ
り
異
文

化
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
学
生
に
と
っ
て
留
学
生

と
交
流
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
と

お
考
え
で
す
か
。 

 

留
学
生
と
の
交
流
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
人

学
生
も
自
ら
と
は
異
な
る
人
々
に
対
し
よ

り
心
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
し
、
そ
れ
は
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
の
学
生
含

む
教
養
人
と
し
て
本
当
に
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
人
学
生

も
留
学
生
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
多
く
の

こ
と
を
学
べ
ま
す
。
こ
う
し
た
交
流
に
よ
り
、

と
き
に
国
籍
や
人
種
の
違
い
が
あ
る
か
ら

こ
そ
私
た
ち
は
面
白
い
と
感
じ
、
し
か
し

同
時
に
、
同
じ
人
間
で
あ
る
と
い
う
共
通

性
が
「
違
い
」
を
超
え
た
友
達
と
し
て
私
た



 

 

ち
を
結
び
付
け
て
く
れ
る
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
海
外
で
学
ぶ
こ
と
や
フ
ィ
ン
ド

レ
ー
大
学
の
留
学
生
受
け
入
れ
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
若
い
う
ち
に
留
学

す
る
こ
と
や
異
文
化
交
流
を
経
験
す
る
こ

と
の
意
義
を
私
た
ち
は
身
を
以
て
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を

学
生
の
う
ち
に
頂
け
て
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

 

4 さ
て
、
今
度
は
視
点
を
変
え
て
、
フ
ェ
ル
学

長
の
若
い
頃
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
フ
ェ
ル
学
長
が
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
で

お
生
ま
れ
に
な
っ
た
頃
は
、
キ
ン
グ
牧
師
を

筆
頭
と
し
た
公
民
権
運
動
が
盛
ん
で
し

た
。
ご
自
身
の
家
庭
環
境
や
学
生
時
代
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。 

 

家
庭
に
よ
っ
て
は
黒
人
、
白
人
両
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
差
別
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
の
家
庭
で
は
黒
人
へ
の
そ
う
し
た

意
識
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
黒
人
、

白
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
や
誇
り
が
互
い
に
入
り
混
じ
る
状

態
で
し
た
が
、
彼
ら
の
亀
裂
が
な
く
な
る

ま
で
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
し
た
。
私

が
所
属
し
て
い
た
大
学
の
合
唱
ク
ラ
ブ
で

は
黒
人
の
学
生
も
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
く
つ
か
の
白
人
専
用
の
教
会
で
は
私
た

ち
は
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
年
月
を
経
て
、
多
く
の
白
人
専
用
教

会
も
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
を
歓
迎
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
そ
う
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

5 こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
県
の
高
校
生
を
主
な

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
フ
ェ
ル
学
長
の
高

校
生
活
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
下
さ
い
。 

 

私
の
高
校
は
非
常
に
小
規
模
で
、
設
備
も

そ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
大
学
入
試

に
も
十
分
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
高
校
生
の
こ
ろ
も
、
大
学
入
学
後
も

よ
く
勉
強
し
ま
し
た
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
、

非
常
に
活
発
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

6 キ
ン
グ
牧
師
の
「
私
に
は
夢
が
あ
る
」
と
い

う
有
名
な
演
説
か
ら
五
十
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
未
だ
に
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人

に
対
す
る
差
別
は
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
当
時
、
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
を

教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
差
別
問
題
の
現
状

に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。 

 

私
に
は
高
校
の
頃
、
よ
く
一
緒
に
遊
ぶ
黒

人
の
友
達
が
た
く
さ
ん
お
り
、
そ
れ
は
非

常
に
よ
い
思
い
出
で
あ
り
よ
い
経
験
で
も

あ
り
ま
す
。
世
界
中
に
未
だ
人
種
差
別
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
人
種
問
題
に
関

し
て
私
た
ち
は
時
間
を
か
け
て
進
歩
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
何
も
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
に
つ
い
て
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す

べ
て
の
人
種
の
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
よ
く
ア
メ
リ
カ
が
「
人
種
の
る

つ
ぼ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
は

す
べ
て
の
人
種
が
い
ま
す
。
差
別
問
題
は

国
家
間
で
は
な
く
個
人
間
の
問
題
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
個
人

同
士
が
い
か
に
厚
い
友
情
を
築
け
る
か
が

重
要
な
の
で
す
。
私
は
人
種
間
の
融
和
を

妨
げ
る
本
当
の
敵
は
教
育
の
欠
如
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー

大
学
は
国
籍
や
宗
教
、
ま
た
ラ
テ
ン
系
、

黒
人
、
ア
ジ
ア
系
、
人
種
に
関
わ
ら
ず
よ

り
多
く
の
ア
メ
リ
カ
市
民
を
歓
迎
し
て
い

ま
す
。 

 

7 

英
語
専
攻
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
後
、

フ
ェ
ル
学
長
は
教
育
の
道
に
進
ま
れ
、
セ
ン

テ
ナ
リ
ー
大
学
で
二
十
四
年
間
教
育
に

携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
な
ぜ
教

育
の
道
に
進
も
う
と
考
え
た
の
で
す
か
。 

 

教
育
の
道
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
大
学
一
年
生
の
一
学
期
に
履
修
し
た

ス
ピ
ー
チ
の
授
業
で
す
。
緊
張
も
し
ま
し
た

が
、
な
に
よ
り
話
す
こ
と
が
非
常
に
面
白

か
っ
た
た
め
、
教
育
の
道
に
進
も
う
と
思
い

ま
し
た
。
大
学
に
お
い
て
も
出
会
っ
た
先
生

方
は
す
ば
ら
し
い
方
ば
か
り
で
、
私
に
と
っ

て
適
し
た
と
て
も
落
ち
着
け
る
環
境
で
し

た
。  

8 セ
ン
テ
ナ
リ
ー
大
学
で*

In
terd

iscip
lin

ary

専
攻
の
設
立
に
貢
献
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ぶ

専
攻
な
の
で
す
か
。 

＊In
terd

iscip
lin

ary

： 

 

「
複
数
の
学
問
領
域
に
関
わ
る
研
究
を

す
る
こ
と
。
学
際
的
。
」
（
ス
ー
パ
ー
大
辞

林
3.0 

「イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
」
） 

 

私
が
設
立
に
携
わ
っ
た

In
terd

iscip
lin

ary
 

専
攻
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
の
一
部

で
す
。
英
語
専
攻
と
い
う
よ
り
も
も
っ
と



 

 

幅
広
い
専
攻
で
す
。
映
画
や
芸
術
、
ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
ア
ー
ト
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン

等
様
々
で
、
大
学
の
中
で
も
重
要
な
学
部

で
あ
る
べ
き
も
の
で
す
。
そ
の
専
攻
は
現
在

で
も
セ
ン
テ
ナ
リ
ー
大
学
で
非
常
に
重
要

な
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

9 

In
terd

iscip
lin

ary

専
攻
を
設
立
す
る
際
、

何
か
困
難
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

 

も
ち
ろ
ん
大
変
で
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の

専
攻
の
設
立
の
た
め
に
大
学
や
学
部
の
関

係
者
を
説
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

大
学
の
よ
う
な
学
問
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
は
大
き
な
変
革
を
嫌
う
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
設
立
に
よ
っ
て
学
生
に
素
晴
ら
し

い
教
育
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
し
、

さ
ら
に
は
そ
の
利
益
が
大
学
に
も
返
っ
て

く
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
学
生
数
も
増

え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
批

判
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
に
は
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

10 大
学
へ
の
学
問
的
貢
献
に
加
え
、
資
金
運

用
部
長
、
開
発
部
長
と
し
て
も
ご
活
躍
さ

れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
資
金
集
め
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

ま
た
、
成
功
の
秘
訣
は
何
で
し
た
か
。 

 

資
金
調
達
部
門
に
自
ら
希
望
し
て
関
わ
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
あ

る
と
き
、
資
金
調
達
企
画
の
手
伝
い
を
頼

ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
う

ち
に
や
り
が
い
や
面
白
さ
に
気
付
い
て
い

き
ま
し
た
。
資
金
調
達
の
成
功
の
秘
訣
は

同
じ
信
念
を
共
有
す
る
人
々
を
見
つ
け
、

彼
ら
と
強
力
な
関
係
を
築
き
、
そ
し
て
そ

う
し
た
人
々
を
支
援
の
対
象
と
な
る
学
生

と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と

に
私
は
強
い
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。 

約
二
十
五
年
に
渡
り
セ
ン
テ
ナ
リ
ー
大
学

で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
後
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー

大
学
の
学
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
前
大
学
は
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
に
あ
る
の
で
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
と
は

違
っ
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 

11 で
は
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
の
第
一
印
象
を

教
え
て
下
さ
い
。 

 

新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
、
革

新
的
で
ま
さ
に
成
長
し
て
い
く
大
学
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
が

様
々
な
宗
教
を
尊
重
し
、
学
生
の
知
的
好

奇
心
に
対
し
て
真
剣
に
応
え
る
姿
勢
に
も

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
皆
が
同
じ
宗
教
を

信
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
信
仰
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
は
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
の
強
み
で
あ
り
、

私
が
こ
れ
か
ら
も
守
り
た
い
こ
と
で
す
。 

 

12 フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
の
学
長
に
就
任
し
た

と
き
、
学
長
と
し
て
の
目
標
は
何
で
し
た

か
。 

 

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
を
博
愛
の
精
神
に
満

ち
た
国
際
社
会
と
結
び
つ
け
、
よ
り
魅
力

的
で
競
争
力
の
あ
る
大
学
に
す
る
こ
と
で

す
。
今
も
こ
の
大
学
が
ど
の
分
野
に
お
い
て

も
秀
で
た
存
在
で
あ
る
こ
と
、
社
会
に
役

立
つ
教
育
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。 

 

13 就
任
以
来
、
学
長
と
し
て
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大

学
の
た
め
に
日
々
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
学
生
に

は
学
長
の
普
段
の
仕
事
は
な
か
な
か
想
像

し
づ
ら
い
で
す
。
毎
日
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
か
教
え
て
下
さ
い
。 

 

毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
メ
ー
ル

に
対
応
し
た
り
、
記
事
を
書
い
た
り
事
務

的
な
仕
事
も
し
ま
す
が
、
学
長
と
し
て
過

ご
す
時
間
の
半
分
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

や
大
学
の
卒
業
生
、
国
内
外
の
友
人
と
の

さ
ら
な
る
関
係
づ
く
り
に
充
て
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
の
評
価
向
上
に
努
め
、

こ
う
し
た
こ
と
が
、
よ
り
多
く
の
優
秀
な

学
生
や
大
学
へ
の
支
援
の
獲
得
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

14 学
長
に
就
任
さ
れ
て
今
年
で
四
年
目
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
何
か
困
難
は
あ
り
ま
し

た
か
。 

 



 

 

一
番
大
き
な
困
難
と
言
え
ば
時
間
の
使
い

方
で
し
ょ
う
か
。
限
ら
れ
た
時
間
を
ど
う

使
う
の
が
最
善
か
。
複
数
の
可
能
な
選
択

肢
の
中
か
ら
ど
れ
を
選
ぶ
か
決
め
る
の
は

難
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
唯
一
の
困
難
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
大
学
で

学
長
を
務
め
て
い
て
何
か
に
失
望
や
後
悔

を
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
の
未
来
も
非
常
に
明
る
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

15 困
難
を
克
服
す
る
秘
訣
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
。 

 

そ
れ
は
自
分
自
身
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、

そ
し
て
信
念
を
曲
げ
ず
、
大
学
に
と
っ
て
の

理
想
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
続
け
る
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
い
か
な
る
リ
ー
ダ
ー
も
部

下
を
信
頼
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
彼
ら
に
厚
い
信
頼
を
置
い
て

い
ま
す
し
、
彼
ら
も
そ
れ
に
応
え
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

 

16 で
は
、
こ
こ
か
ら
は
違
っ
た
視
点
か
ら
お
話

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
長
「
二
〇
一

一
年
に
「
オ
ハ
イ
オ
で
最
も
影
響
力
の
あ
る

女
性
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

受
賞
は
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
初
の
女
性
学

長
と
し
て
の
功
績
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
大
学
初
の
女
性
学
長
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。 

 

特
に
女
性
だ
か
ら
と
い
う
点
で
変
わ
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
良
い
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
限
り
は
男
性
で
あ
っ
て
も
女
性

で
あ
っ
て
も
特
に
問
題
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
学
長
が
女
性
で
あ
る
点
は

人
々
の
関
心
を
引
く
こ
と
だ
と
い
う
自
覚

は
あ
り
ま
す
が
、
差
支
え
な
く
思
う
よ
う

に
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 

17 特
に
日
本
で
は
、
女
性
の
社
会
進
出
の
低

さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
も

同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す

か
。 

 

意
思
決
定
の
際
に
は
、
男
女
問
わ
な
い
意

見
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
女
性
が
育

児
休
暇
を
申
し
出
る
こ
と
は
い
っ
こ
う
に

構
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
そ
れ
が
男
性
で
あ
っ

て
も
、
私
は
喜
ん
で
受
け
入
れ
ま
す
。
そ
の

貴
重
な
人
生
経
験
は
人
間
性
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
し
、
私
は
そ
の
よ
う
な

方
々
と
共
に
働
き
た
い
で
す
。
で
す
か
ら

家
庭
を
持
つ
こ
と
は
仕
事
上
何
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
せ
ん
。 

 

18 大
学
と
地
域
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
地
域

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
か
。 

 

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
地
域
に
優
れ
た
人

材
を
輩
出
し
、
地
域
や
企
業
を
引
っ
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
互
い
に
協

力
し
て
問
題
を
解
決
す
る
存
在
で
あ
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

19 最
後
に
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
主
な
対

象
で
あ
る
日
本
の
高
校
生
含
め
、
未
来
の

世
代
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

今
い
る
場
所
か
ら
出
て
広
い
世
界
を
見
て

み
て
下
さ
い
。
も
し
私
た
ち
に
皆
さ
ん
の

世
界
を
広
げ
る
手
助
け
が
で
き
る
な
ら
、

私
た
ち
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
皆
さ
ん
を

大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。 

 

 

                    



 

 

デ
ボ
ウ
・フ
リ
ー
ド 

 

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
前
学
長 

 

 

 

ア
メ
リ
カ
南
部
テ
ネ
シ
ー
州
出
身
。
ウ
エ
ス

ト
ポ
イ
ン
ト
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
陸
軍
士

官
学
校
）
を
卒
業
後
、
進
駐
軍
の
将
校
と

し
て
福
井
県
に
滞
在
。
退
役
後
は
、
七
年

間
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
長
を
務
め
る
傍
ら

二
〇
〇
五
年
に
福
井
県
と
の
奨
学
生
制

度
を
創
設
。 

        

1 ま
ず
、
フ
リ
ー
ド
前
学
長
の
若
者
時
代
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
主
な
対
象
が
県
内
の
高

校
生
で
す
の
で
、
高
校
生
活
に
つ
い
て
教
え

て
下
さ
い
。 

 

私
は
農
場
で
育
っ
た
の
で
、
私
の
高
校
生
活

は
他
の
人
と
は
少
し
変
わ
っ
た
も
の
で
し
た
。

毎
朝
四
時
に
起
き
て
搾
乳
や
家
畜
の
世

話
を
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
私
の
家
で
は
食

事
の
と
き
に
ア
メ
リ
カ
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
か
、
何
が
問
題
か
等
に
つ
い
て
話
す
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
母
は
文
学

に
深
い
理
解
が
あ
り
、
ま
た
ラ
テ
ン
語
も

堪
能
で
し
た
。
も
し
子
ど
も
が
何
か
を
巡

っ
て
争
っ
て
い
た
ら
、
私
の
母
な
ら
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
か
ら
の
引
用
を
使
っ
て
諭
す
で
し
ょ

う
。
私
の
祖
母
も
ま
た
単
な
る
農
場
生
活

と
は
違
う
側
面
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
彼
女
は
私
に
聖
歌

を
覚
え
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
一
曲
覚

え
る
と1

ペ
ニ
ー
（1

円
）も
ら
え
た
の
で
し

た
。
あ
る
日
、
百
五
十
曲
中
の
十
三
曲
に

ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
（
つ
ま
り
九
十

二
％
は
正
解
）
、
祖
母
か
ら
「
あ
な
た
の
人

生
は
九
十
二
％
で
い
い
の
？
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
生
活
で
し

た
の
で
、
農
場
で
の
生
活
、
仕
事
と
、
そ
れ

と
は
異
な
る
要
素
が
入
り
混
じ
っ
た
環
境

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

2 フ
リ
ー
ド
前
学
長
は
、
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト

に
入
学
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の

九
か
月
後
ま
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
ウ
エ

ス
ト
ポ
イ
ン
ト
に
入
学
し
よ
う
と
決
意
さ

れ
ま
し
た
か
。 

 

当
時
は
高
校
時
代
が
大
体
の
人
が
入
隊

す
る
時
期
で
し
た
。
私
は
陸
軍
学
校
と
海

軍
学
校
の
両
方
に
申
請
し
ま
し
た
が
、
お

そ
ら
く
制
服
が
陸
軍
の
方
が
か
っ
こ
よ
か
っ

た
の
で
そ
ち
ら
を
選
び
ま
し
た
。
十
六
歳

の
と
き
に
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
へ
の
進
学
を

決
意
し
ま
し
た
。
私
の
出
生
証
明
書
に
何

か
間
違
い
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
表
示

さ
れ
て
い
る
年
齢
よ
り
も
実
際
は
若
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
は
農
家
出
身
で
家
の

ベ
ッ
ド
の
上
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
担
当
し
た

医
者
が
出
生
証
明
書
の
記
載
を
誤
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
実
際
は
お

そ
ら
く
正
規
の
年
齢
に
満
た
な
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
に
進
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

3 

な
ぜ
軍
隊
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す

か
。 

 

直
感
的
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
士

官
候
補
生
と
い
う
の
は
全
米
か
ら
集
ま
っ

て
く
る
も
の
で
、
高
い
評
価
を
得
て
い
た
地

位
で
し
た
。
私
自
身
、
人
生
の
中
で
軍
隊

に
入
ら
な
け
れ
ば
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
あ
る
種
私
の
し
た
い
こ
と
だ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

4 ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
で
は
主
に
何
を
学
び
、

ど
ん
な
学
生
生
活
で
し
た
か
。 

 

私
は
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
来
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
で
す
し
、
む
し
ろ
そ
こ

で
過
ご
し
た
苦
し
い
時
間
の
こ
と
を
伝
え

た
が
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
私
は

そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
は
っ
き
り

と
し
た
上
下
関
係
が
あ
り
、
私
は
そ
れ
を

気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
学
問
と
し
て
は
、

芸
術
や
文
学
を
学
び
そ
れ
ら
は
科
学
志

向
の
強
い
も
の
で
、
工
学
専
攻
に
近
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

 

5 今
度
は
、
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
卒
業
後
の
ご



 

 

自
身
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
卒
業
後
2

3

年
間
に
渡
り
米
軍
に
献
身
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
福
井
県
は
じ
め
、
数
か
国
に
滞
在

し
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
卒
業

直
後
日
本
に
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
訪

日
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
、
日
本
で
何

を
し
た
の
か
、
ま
た
目
的
等
を
教
え
て
下

さ
い
。 

 

ま
ず
私
は
軍
隊
内
で
の
役
割
を
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
歩
兵
に
な
る
こ
と
を
選
び

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ

れ
る
者
も
い
ま
し
た
が
、
私
は
日
本
に
行

く
機
会
を
得
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
大
津
に

あ
る
組
織
へ
の
配
属
が
決
ま
り
、
そ
こ
に
住

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
く
じ
引
き

の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
在
学
中
の

成
績
で
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

が
西
洋
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

の
に
対
し
、
日
本
に
は
全
く
異
な
る
文
化

が
あ
り
、
そ
れ
に
触
れ
る
良
い
機
会
だ
と

も
考
え
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
は
当

時
急
速
に
国
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
す
べ
て
の
工
場
が
破
壊
さ
れ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
鉄
鋼
会
社
が
非
常
に
高
い
効

率
で
生
産
を
し
て
い
た
事
実
に
は
と
て
も

感
心
し
ま
し
た
。
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
人

の
よ
う
に
大
き
な
体
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
ま
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方

法
で
生
産
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
第
二

次
大
戦
の
数
年
後
、
日
本
は
事
実
上
国
家

と
し
て
破
綻
し
ま
し
た
が
、
1
年
ご
と
に

少
し
ず
つ
進
歩
す
る
ど
こ
ろ
か
2

0

年

分
急
速
に
成
長
を
遂
げ
た
の
で
す
。 

 

日
本
で
は
、
各
市
町
村
を
訪
れ
、
そ
の
長

や
警
察
署
長
に
日
々
何
が
起
き
て
い
る
か

尋
ね
て
回
り
ま
し
た
。
私
は
特
に
大
津
や

福
井
で
大
半
を
過
ご
し
、
人
口
五
百
人
ほ

ど
の
小
さ
な
村
を
た
く
さ
ん
訪
問
し
ま
し

た
。
十
分
な
食
料
が
あ
る
か
と
い
っ
た
非

常
に
現
実
的
な
質
問
も
し
ま
し
た
。
幸
い

天
候
に
恵
ま
れ
、
農
作
物
の
生
産
基
盤
も

整
っ
て
い
ま
し
た
が
、
家
畜
が
不
足
し
て
い

ま
し
た
。
す
べ
て
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
テ
ネ
シ
ー
に
住

む
私
の
母
か
ら
卵
を
送
っ
て
も
ら
い
、
私
は

そ
れ
を
孵
化
さ
せ
養
鶏
し
た
の
で
す
。
当

時
出
会
っ
た
日
本
人
は
、
抱
え
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
は
何
も
文
句
を
言
わ
ず
、
ど

う
す
れ
ば
彼
ら
の
、
そ
し
て
彼
ら
の
子
ど

も
た
ち
の
生
活
を
改
善
で
き
る
か
だ
け
を

考
え
て
い
ま
し
た
。
極
貧
の
時
代
で
し
た
が
、

私
は
そ
う
し
た
日
本
人
の
姿
に
強
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。 

 

6 日
本
滞
在
に
つ
い
て
さ
ら
に
質
問
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
フ
リ
ー
ド
前
学
長
が
日
本
に

お
ら
れ
た
と
き
の
年
齢
は
、
今
の
私
た
ち

（
二
十
一
歳
）
の
年
齢
と
全
く
同
じ
で
す
。

私
た
ち
に
は
前
学
長
が
そ
こ
で
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
、
考
え
て
い
た
の
か
、
な
か
な
か

想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。
日
々
考
え
て
い
た
こ

と
を
教
え
て
下
さ
い
。 

 

主
に
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
私
た
ち
が

人
々
を
救
う
た
め
に
何
が
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
、

当
時
日
本
に
い
た
米
兵
皆
が
抱
い
て
い
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
、
も
し
ロ

シ
ア
が
侵
攻
し
て
き
た
ら
ど
う
対
処
す
る

か
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
考
え
て
い
る
人
々

も
い
ま
し
た
。
米
軍
は
そ
の
場
合
に
備
え

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
に
導
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
一
般
的
な

考
え
は
、
出
来
る
だ
け
早
い
日
本
の
再
建

を
手
助
け
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

 

7 日
本
滞
在
を
通
じ
て
最
も
印
象
深
い
出
来

事
は
何
で
し
た
か
。 

 

壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
日
本
が
急
速
に
発
展

を
遂
げ
た
こ
と
で
す
。
日
本
人
の
賢
明
さ
、

素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
急
速
に
成

長
し
ま
し
た
。
人
々
は
難
題
の
解
決
の
た

め
に
毎
日
遅
く
ま
で
働
き
ま
し
た
。
日
本

は
天
然
資
源
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
し
、

山
が
多
く
、
平
ら
な
土
地
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
も
資
源
を
最
大

限
に
活
か
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
家
畜
も
ほ

と
ん
ど
失
っ
た
状
態
で
、
人
口
に
見
合
う

食
料
を
供
給
す
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

日
本
人
が
行
っ
た
賢
い
策
の
一
つ
は
、
家
畜

の
牛
を
食
料
と
し
て
で
は
な
く
、
農
作
業

な
ど
に
活
用
し
た
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た

人
々
の
高
い
能
力
、
様
々
な
工
夫
や
努
力

に
よ
っ
て
、
日
本
は
窮
地
か
ら
脱
し
た
の
で

す
。 

 

8 フ
リ
ー
ド
前
学
長
が
日
本
に
お
ら
れ
た
と

き
か
ら
六
十
五
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
で
の
経
験

は
こ
れ
ま
で
の
人
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
か
。 

 

日
本
滞
在
に
よ
っ
て
、
人
間
は
と
き
に
何

か
を
迫
ら
れ
て
や
る
方
が
、
そ
う
で
な
い

と
き
よ
り
も
良
い
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
と

い
う
考
え
を
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
当
時
の
日
本
人
は
戦
争
に
よ
っ
て

ど
ん
底
の
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
人
生
に

お
い
て
そ
う
し
た
状
況
に
直
面
す
る
こ
と



 

 

は
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
は
そ

れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
は
捉
え
ず
、
活
か
そ
う
と

し
ま
せ
ん
。
た
と
え
完
全
に
は
克
服
で
き

な
か
っ
た
り
、
改
善
で
き
な
か
っ
た
り
し
て

も
、
あ
る
程
度
得
た
か
っ
た
も
の
が
得
ら

れ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
向
上
は
目
指
さ
ず
、

や
め
て
し
ま
う
の
で
す
。
何
年
も
後
の
こ

と
で
す
が
、
私
が
カ
ン
ザ
ス
大
学
で
日
本

人
と
困
難
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
と

き
、
彼
は
い
つ
も
桁
外
れ
に
素
晴
ら
し
い
提

案
、
ア
イ
デ
ア
を
く
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。 

 

 

  

フ
リ
ー
ド
前
学
長
は
、
軍
人
と
し
て
長
い
キ

ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
後
、
マ
ウ
ン
ト
ユ
ニ
オ
ン
大

学
で
学
部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

9 な
ぜ
教
育
の
道
に
進
も
う
と
考
え
た
の
で

す
か
。 

 

妻
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
様
々
な
国
に
駐
在
し
て
い
る
間
、
残

り
の
軍
人
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

私
も
妻
も
教
育
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

そ
れ
に
重
要
な
価
値
を
見
出
し
て
い
た
の

で
、
教
育
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。 

 

10 フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
教
育
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
の
中
で
最
後
の
機
関
と
な
り
ま
し
た

が
、
学
長
と
し
て
の
目
標
は
ど
ん
な
も
の
で

し
た
か
。 

 

特
に
明
確
な
目
標
を
定
め
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
て
の
人
と
家
族
の

よ
う
に
共
に
仕
事
を
し
ま
し
た
。
大
学
の

運
営
に
お
い
て
、
教
職
員
に
方
向
性
を
伝

え
る
際
、
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
な
く
、
彼

ら
を
や
る
気
に
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
当
に
必
要
な
の
は
、
そ
の
チ
ー
ム
の
皆
が

共
通
の
必
要
性
を
持
つ
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
で
す
。
教
職
員
の
立
場
を
尊
重
し
、

適
切
な
距
離
を
取
り
つ
つ
も
彼
ら
を
助
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。  

 

11 現
在
二
十
六
カ
国
か
ら
三
百
名
を
超
す

留
学
生
が
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
で
学
ん
で
い

ま
す
。
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
豊
か
な
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に
恵
ま
れ
、
フ
リ
ー
ド
前
学

長
は
奨
学
生
制
度
の
設
立
に
も
携
わ
り
ま

し
た
。
で
は
、
異
文
化
理
解
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
で
す
か
。 

 

人
々
は
も
っ
と
異
文
化
理
解
に
努
め
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
視
野
を
広

げ
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
な
視
点
か
ら

物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
留
学
を
経
験
し
た
学
生
が
母

国
に
帰
る
際
に
は
、
来
た
と
き
と
異
な
っ

た
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
見
解
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
の
で
す
。
あ
る
国
に
つ
い
て
知
る
た

め
に
は
、
そ
の
国
で
暮
ら
す
こ
と
に
取
っ
て

代
わ
る
も
の
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
私
は

妻
と
様
々
な
国
で
の
生
活
を
経
験
し
ま
し

た
が
、
例
え
ば
外
交
官
と
し
て
イ
ラ
ン
に

滞
在
し
て
い
た
際
、
妻
は
な
ん
と
ペ
ル
シ
ャ

語
を
学
ん
だ
の
で
す
。
ま
た
ド
イ
ツ
で
は
、

他
の
外
交
官
の
方
々
よ
り
十
歳
ほ
ど
も
若

く
、
給
料
も
毎
月
百
二
十
五
ド
ル
と
あ
ま

り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
も
そ

こ
で
の
生
活
を
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
交
響
楽
団
の
演
奏
会

を
手
伝
っ
た
り
、
ド
イ
ツ
の
交
響
楽
団
の

再
生
に
も
手
を
貸
し
た
り
し
て
、
職
に
あ

ぶ
れ
た
人
の
た
め
に
雇
用
を
生
み
出
し
ま

し
た
。 

 

12 留
学
生
と
し
て
私
た
ち
は
日
々
英
語
を
学

び
、
異
文
化
に
触
れ
、
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。
で
は
ア
メ
リ
カ
人
学
生
に
と

っ
て
留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。 

 

ア
メ
リ
カ
人
学
生
に
と
っ
て
も
、
異
文
化

交
流
の
重
要
性
は
以
前
よ
り
は
る
か
に
増

し
て
き
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
は

今
、
国
際
化
が
進
む
社
会
に
生
き
て
い
る

か
ら
で
す
。
育
っ
た
環
境
が
違
え
ば
考
え

方
も
異
な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
根
本
的

な
と
こ
ろ
で
は
、
人
々
は
皆
人
間
と
し
て

多
く
の
部
分
を
共
有
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
の
留
学
生
数
は

増
え
て
き
て
い
ま
す
し
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
地

域
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。 

  



 

 

13 「
引
退
」
と
い
う
も
の
は
な
い
の
だ
と
以
前

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、
フ
リ
ー
ド
前

学
長
は
交
響
楽
団
や
病
院
の
理
事
な
ど
、

依
然
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
地
域
の
活
動
に
携
わ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
と
っ
て
の
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は

ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
お
考
え
で
す
か
。 

 

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
、
人
文
科
学
や
自

然
科
学
な
ど
に
お
け
る
教
育
の
充
実
を
図

り
、
ま
た
学
生
の
雇
用
支
援
を
す
る
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
展
に
貢
献
す
べ
き
で

す
。
私
た
ち
は
、
特
に
日
本
企
業
が
フ
ィ
ン

ド
レ
ー
に
事
業
展
開
す
る
た
め
の
手
助
け

を
し
て
き
ま
し
た
し
、
そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
困
難
も
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。 

 

14 最
後
に
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
主
な
対

象
で
あ
る
日
本
の
高
校
生
含
め
、
未
来
の

世
代
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

高
校
生
の
段
階
で
異
文
化
交
流
を
経
験

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
交
流
は
広
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
留
学
を
経
験
す
る

よ
う
な
学
生
は
す
で
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
今
後
人
々
を
引

っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
存
在
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
多
く
の
優
秀
な
学
生
を
私

た
ち
は
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
以

前
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
に
留
学
し
た
学
生

は
、
母
国
に
戻
っ
て
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
現
在
、

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
ア
メ
リ
カ
人
学
生
の

日
本
留
学
も
促
進
し
て
い
ま
す
。 

  

 

          

 

リ
デ
ィ
ア
・ミ
ハ
リ
ッ
ク 

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市
長 

 

 

 

ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
出

身
。
二
〇
一
二
年
よ
り
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市

初
の
女
性
市
長
。
二
児
の
母
で
も
あ
る
。

過
去
二
度
来
日
。
洪
水
対
策
と
雇
用
創

出
に
特
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
フ
ィ

ン
ド
レ
ー
大
学
政
治
科
学
士
取
得
。 

        

 

1 ご
自
身
の
家
庭
環
境
や
学
生
時
代
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

 

私
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
よ

り
も
小
さ
な
町
の
農
家
に
生
ま
れ
、
周
り

の
友
人
と
何
ら
変
わ
り
な
い
幼
少
期
を
過

ご
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃
、
私
は
勉
強

に
非
常
に
熱
心
で
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大

学
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
お
か
げ
で

奨
学
金
も
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

2 大
学
で
は
政
治
科
学
部
に
所
属
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
な
ぜ
政
治
に
興
味
を
持
っ
た

の
で
す
か
。 

 

私
は
数
学
や
理
科
が
大
好
き
で
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
中
学
生
の
頃
か
ら
政
治
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
や
世
界
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
書
き

留
め
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
非
常
に
関

心
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
大
学
で
も
政
治
を
学
び
た
い
と
思
っ
た

の
で
す
。
さ
ら
に
大
学
一
年
生
の
と
き
の

政
治
学
の
授
業
で
、
大
統
領
選
挙
を
自
分

た
ち
で
真
似
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、



 

 

大
統
領
を
選
挙
す
る*

選
挙
人
団
投
票
の

過
程
が
本
当
に
面
白
か
っ
た
の
で
す
。
私

は
幼
い
な
が
ら
も
、
政
治
を
通
じ
た
人
々

の
交
流
を
観
察
す
る
こ
と
や
公
共
の
福
祉

を
追
求
す
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
宗
教
や
教
育
な
ど
過
去
の
経
験

に
よ
っ
て
変
わ
る
政
治
へ
の
考
え
方
、
意
思

決
定
を
知
る
こ
と
が
と
て
も
面
白
か
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
今
も
な
お
変

わ
り
ま
せ
ん
。 

 

＊
選
挙
人
団
投
票
： 

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
は
国
民(

一
般

有
権
者)

は
州
ご
と
に
選
挙
人
団(

公
職
の

候
補
者
を
選
出
す
る
こ
と
の
で
き
る
選
挙

人
の
団
体)

を
選
び
、
そ
の
選
挙
人
団
が
大

統
領
を
選
ぶ
。
（
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科

事
典
） 

 

3 今
私
た
ち
は
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
で
学
部

生
と
し
て
授
業
の
他
に
も
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
す
。
ミ
ハ
リ
ッ
ク
市
長
が
大
学

生
の
頃
は
、
政
治
系
の
ク
ラ
ブ
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
も
所
属
さ
れ
て
い
た

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
文
武
両
道
は
大

変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

大
学
生
活
は
ど
ん
な
も
の
で
し
た
か
。 

 

私
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
し

た
が
大
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
も
ち
ろ
ん
大
学
生
活
の

重
要
な
点
で
し
た
が
、
大
学
は
学
問
を
追

究
す
る
場
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
大
切

な
の
は
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
に
と
る
こ

と
で
す
。
大
学
生
活
で
身
に
つ
け
た
物
事

の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
る
能
力
は
今
の
仕

事
や
私
生
活
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

4 大
学
在
学
中
、
最
も
思
い
出
深
い
こ
と
は

何
で
す
か
。 

 

大
学
生
活
で
築
い
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
先

生
方
と
の
人
間
関
係
で
す
。
入
学
当
初
、

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
私
に
と
っ
て
単
に
居

心
地
の
よ
い
場
所
で
し
た
。
し
か
し
卒
業

す
る
と
き
に
な
っ
て
、
こ
の
大
学
が
非
常
に

実
り
多
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た

の
で
す
。
大
学
で
人
々
と
の
交
流
や
学
問

を
通
じ
た
素
晴
ら
し
い
経
験
を
得
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
思
い
出
が
で
き
、

ま
た
素
晴
ら
し
い
人
々
に
会
う
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
が
特
別
な
場
所

だ
か
ら
で
す
。
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
の
人
々
は
思

い
や
り
に
溢
れ
て
い
て
寛
大
で
友
好
的
で

す
。 

 

で
は
、
次
に
留
学
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

5 現
在
二
十
六
カ
国
か
ら
三
百
名
を
超
す

留
学
生
が
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
で
学
ん
で
い

ま
す
。
私
た
ち
も
日
々
様
々
な
異
文
化
交

流
を
す
る
中
で
お
互
い
に
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
す
。
ミ
ハ
リ
ッ
ク
市
長
が
学
生

の
頃
に
も
こ
う
い
っ
た
異
文
化
交
流
の
経

験
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

 

大
学
入
学
以
前
は
そ
う
し
た
経
験
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
学
在
学

中
は
様
々
な
異
文
化
交
流
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
単
に
知
ら
な
い

世
界
で
あ
っ
た
だ
け
で
、
全
く
怖
気
づ
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
異
文
化
交
流

に
価
値
を
見
出
さ
な
い
人
も
い
ま
す
が
、

私
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
経
験
が
、
新
し
い
も
の
や
人
に
会
う
の
が

好
き
で
先
入
観
を
抱
か
な
い
今
の
私
を
形

作
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
の

頃
、
私
の
姉
が
よ
く
世
界
は
広
大
で
外
国

に
は
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
団
体
も
多
種
多
様
な

考
え
方
が
必
要
で
あ
り
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大

学
に
は
そ
の
基
盤
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

 

6 私
た
ち
の
よ
う
に
、
若
い
う
ち
に
留
学
す

る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。 

 

若
い
う
ち
に
留
学
を
す
る
の
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
考
え
方

や
異
文
化
に
触
れ
て
多
様
な
価
値
観
を

知
る
こ
と
で
、
居
心
地
の
良
い
環
境
だ
け

で
過
ご
し
た
人
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
視

野
を
持
っ
た
優
れ
た
人
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。 

私
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ぜ
ひ
留
学
を
勧
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
を
訪
れ
た
際
、

二
人
は
幼
い
な
が
ら
も
日
本
の
文
化
、
歴

史
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
興
味
を
抱
き
、
ま
る

で
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
何
事
も
吸
収
し
、
学

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

7 ま
た
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市
民
の
ほ
と
ん
ど
は

白
人
で
す
が
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
や
ア
ジ
ア
系

な
ど
の
人
々
も
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ミ
ハ
リ

ッ
ク
市
長
は
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市
の
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。 

 

さ
ら
な
る
多
様
化
を
望
ん
で
い
ま
す
し
、



 

 

多
様
化
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
多
種

多
様
な
人
々
が
同
じ
街
で
暮
ら
し
様
々
な

考
え
方
を
知
れ
ば
、
金
銭
的
で
は
な
く
人

間
的
に
豊
か
な
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市
の
企
業
が
国
際
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
こ

こ
に
は
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
が
あ
り
ま
す
し
、

フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
は
目
新
し
い
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
を
フ
ィ
ン
ド
レ

ー
に
ひ
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
さ
ら

な
る
多
様
化
が
見
込
め
る
で
し
ょ
う
。 

 

 

 

で
は
、
違
っ
た
視
点
か
ら
質
問
さ
せ
て
下
さ

い
。
女
性
市
長
と
し
て
の
仕
事
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
特
に
日
本
で

は
女
性
の
社
会
進
出
の
低
さ
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
も
同
じ
問
題
を
抱

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
の

な
か
で
、
二
〇
一
二
年
に
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市

初
の
女
性
市
長
に
な
り
ま
し
た
。 

市
長
に
当
選
さ
れ
た
直
前
に
は
、
女
性
だ

け
を
対
象
と
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
ソ

ン
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
所
で
学
ば
れ
て

い
ま
す
。 

 

8 
 

な
ぜ
こ
う
し
た
機
関
で
学
ぼ
う
と
決
め
た

の
で
す
か
。
ま
た
、
主
に
ど
ん
な
こ
と
を
勉

強
さ
れ
ま
し
た
か
。 

 

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
研
究
所
は
、
有
能
な
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
、
政
治
決
定
の
場
に
よ
り
多
く

の
女
性
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
た
機
関
で
す
。
ま
た
州
や
地
域
レ
ベ
ル

で
社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
を
増
や
す
こ

と
も
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
と
っ
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
持
つ
こ
と

は
重
要
で
す
。
女
性
の
視
点
も
加
わ
る
こ

と
で
豊
か
な
対
話
や
交
流
が
生
ま
れ
、
も

の
ご
と
が
よ
り
う
ま
く
進
む
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
女
性
の
政
治
参
加
や
重
職
へ

の
登
用
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
私
は
こ
の

機
関
で
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
プ
レ

ゼ
ン
テ―

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、
地
方
・
州

関
係
へ
の
理
解
に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

最
近
は
改
善
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
日
本
に
も
同
じ
よ
う
な
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
男
性
が
お
金
を
稼
ぎ
、

女
性
は
そ
れ
を
支
え
る
。
し
か
し
こ
れ
が

正
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
女
性
も
男
性

と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
、
金
銭
面
で
も

家
庭
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は

仕
事
を
す
る
中
で
、
多
く
の
会
議
に
出
席

し
ま
す
が
、
大
抵
そ
の
場
唯
一
の
女
性
で

す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
特
別
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
た
だ
や
る
だ
け
」
で
す
。
多
く
の

女
性
に
必
要
な
の
は
強
い
信
念
で
す
。
本

当
に
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
た

だ
そ
れ
を
掴
み
に
行
け
ば
良
い
の
で
す
。

社
会
の
目
、
風
潮
な
ど
気
に
せ
ず
挑
戦
し
、

そ
れ
を
達
成
す
る
だ
け
で
す
。
そ
し
て
そ

れ
を
達
成
で
き
た
と
き
は
最
高
で
し
ょ
う
。 

 

9 な
ぜ
市
長
選
へ
の
出
馬
を
決
め
た
の
で
す

か
。 

 

市
長
に
就
任
す
る
前
は
地
域
経
済
開
発

部
で
十
年
間
ほ
ど
働
い
て
い
ま
し
た
。
仕
事

の
内
容
上
私
は
財
政
に
携
わ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
が
、
私
は
そ
の
と
き
、
そ
の
部

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
当
時
私
は
弱
冠
三
十
一
歳

で
し
た
が
、
既
に
十
分
な
知
識
と
経
験
を

積
み
、
ど
の
よ
う
に
市
政
が
動
い
て
い
る
か

理
解
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
な
ら
フ
ィ

ン
ド
レ
ー
市
に
貢
献
で
き
る
と
思
っ
た
の
で

す
。
加
え
て
、
私
は
市
の
未
来
を
不
安
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
欠
き
、
は
っ
き
り
と
し
た
道
筋
が
な
い
ま

ま
で
は
よ
り
良
い
街
を
築
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
自
ら
の
出
馬
を
決
め
た

の
で
す
。
実
際
に
最
近
二
年
間
で
フ
ィ
ン
ド

レ
ー
市
は
躍
進
を
遂
げ
ま
し
た
。
今
ま
で

市
長
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て

こ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

10 フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市
初
の
女
性
市
長
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。
何
か
特

別
な
想
い
は
あ
り
ま
す
か
。 

 

市
長
の
よ
う
な
重
要
な
役
職
に
は
重
い
責

任
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
私
は
自
分
が
初
の

女
性
市
長
で
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
し
、
そ
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
他
の
男
性
職
員
と
自
ら
を
区
別
す

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ



 

 

て
、
例
え
ば
小
学
校
を
訪
問
し
て
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
市
長
さ
ん
っ
て
女
の
人
な
の

!?
」
、
「
じ
ゃ
あ
う
ち
の
お
母
さ
ん
も
市
長

さ
ん
に
な
れ
る
の
か
も
！
」
と
い
っ
た
こ
と

を
聞
け
る
こ
と
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

11 ミ
ハ
リ
ッ
ク
市
長
は
市
長
で
あ
り
な
が
ら
、

二
児
の
母
で
も
あ
り
ま
す
。
母
と
し
て
、

妻
と
し
て
、
市
長
と
し
て
日
々
過
ご
す
中

で
、
や
は
り
こ
こ
で
も
重
要
な
の
は
バ
ラ
ン

ス
を
ど
う
と
る
か
で
し
ょ
う
か
。 

 

最
近
は
子
ど
も
た
ち
も
大
き
く
な
っ
て
き

て
以
前
よ
り
も
大
変
で
す
。
私
の
仕
事
の

こ
と
、
今
日
誰
と
会
っ
た
か
、
ど
ん
な
問
題

が
あ
る
か
な
ど
知
り
た
が
る
の
で
す
。
い
つ

も
「
な
ん
で
？
な
ん
で
？
な
ん
で
？
」
と
聞

い
て
き
ま
す
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
何
の
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
素
晴
ら
し
い
夫
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
お
互
い
に
支
え
合

っ
て
い
ま
す
。
仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
大

事
な
の
は
バ
ラ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
れ
を
本
当
に
重
要
だ
と
考
え
、
仕

事
の
時
間
と
家
族
と
の
時
間
を
き
ち
ん
と

区
別
し
、
ど
ち
ら
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
う
ま
く
両
立
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

 

12 次
の
市
長
選
も
来
年
と
近
づ
い
て
い
ま

す
。
振
り
返
っ
た
と
き
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
市

長
と
し
て
何
か
困
難
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

 

私
が
市
長
に
な
っ
た
当
初
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー

市
に
は
前
市
長
か
ら
引
き
継
い
だ
約
四
百

万
ド
ル(

四
億
円)

の
負
債
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
財
政
赤
字
の
原
因
に
は
ま
た
し
て
も

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
負
債
へ
の
対
処
の
た
め
一
昨
年

か
ら
昨
年
に
か
け
て
、
私
は
多
く
の
難
し
い

決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
毎
日
夜
遅
く
ま

で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
か
ら
、
最
初
の
二
年
間
は
困
難

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
市
民
の
た
め
に
共

に
働
く
素
晴
ら
し
い
同
僚
に
恵
ま
れ
、
最

近
六
か
月
ほ
ど
は
財
政
も
上
向
い
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
長
と
し
て
多

く
の
課
題
に
取
り
組
み
、
よ
い
成
果
を
あ

げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も

そ
う
あ
り
続
け
た
い
で
す
。 

 

13 そ
れ
で
は
、
ミ
ハ
リ
ッ
ク
市
長
の
今
の
夢
は

何
で
す
か
。 

 

私
の
夢
は
こ
れ
か
ら
も
長
い
間
フ
ィ
ン
ド
レ

ー
市
長
と
し
て
最
高
の
喜
び
を
感
じ
続
け

る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ィ
ン
ド
レ
ー

を
最
高
の
場
所
に
す
る
こ
と
を
私
の
目
標

と
し
た
の
で
す
。
市
民
が
ど
こ
か
他
の
場

所
に
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ

の
と
き
は
市
長
と
し
て
身
を
引
く
と
き
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
人
々
が
こ
こ
に
居

続
け
た
い
と
思
う
限
り
私
は
嬉
し
い
で
す
。

私
は
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
に
い
て
、
こ
の
場
所
を

よ
く
で
き
れ
ば
そ
れ
で
幸
せ
で
す
。 

 

14 最
後
に
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
主
な
対

象
で
あ
る
日
本
の
高
校
生
含
め
、
未
来
の

世
代
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

今
学
べ
る
だ
け
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
常
に
新

し
い
、
面
白
い
こ
と
に
心
を
開
い
て
い
て
く

だ
さ
い
。
好
機
は
き
っ
と
訪
れ
ま
す
。
そ
し

て
世
界
は
皆
さ
ん
の
目
の
前
に
広
が
る
で

し
ょ
う
。
自
信
に
満
ち
た
、
寛
容
な
人
で

あ
れ
ば
、
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
何

も
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
き
に
は
恐
ろ
し
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
チ
ャ
ン

ス
は
無
限
に
あ
る
は
ず
で
す
。
日
本
に
だ
っ

て
必
ず
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
分
の
「
星
」
を

掴
ん
で
下
さ
い
。
鍛
錬
を
重
ね
、
強
い
意

志
を
持
て
ば
必
ず
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
努
力
す
れ
ば
大
丈
夫
で

す
。 

 

               



 

 

 
三
、
編
集
後
記 

～
曽
根
友
也
～ 

何
か
形
に
残
る
も
の
で
埼
玉
県
と
オ
ハ
イ

オ
州
の
親
善
に
貢
献
し
た
い
。
特
に
私
た

ち
と
同
じ
若
い
世
代
に
留
学
の
意
義
を
伝

え
、
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
想

い
で
こ
の
企
画
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
レ

ポ
ー
ト
は
、
三
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
依
頼

と
日
程
調
整
、
事
前
調
査
、
質
問
作
成
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
録
音
デ
ー
タ
の
文
字
起
こ

し
、
要
点
の
確
定
、
翻
訳
、
編
集
と
い
う
過

程
を
経
て
完
成
し
ま
し
た
。
授
業
や
そ
の

他
様
々
な
活
動
の
合
間
を
縫
っ
て
作
成
し
、

三
ヶ
月
程
か
か
り
ま
し
た
。
大
学
や
市
、

三
方
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
理
解
は
も
ち
ろ

ん
、
英
語
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
仕
方
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

全
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
た
今
、
強
く

感
じ
る
こ
と
は
、
留
学
が
本
当
に
価
値
あ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
方
全
員

が
そ
の
価
値
を
認
め
、
必
要
性
を
強
調
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
異
文
化

交
流
を
通
じ
て
人
々
の
世
界
観
は
大
き
く

変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
昨
今
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
叫
ば
れ
、
そ
う
し
た
社
会
に
お
い
て
国

際
交
流
・
理
解
は
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と

を
頻
繁
に
耳
に
し
ま
す
。
無
論
、
こ
れ
を

否
定
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

が
素
直
に
ま
ず
思
う
の
は
も
っ
と
単
純
な

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
世
界
に
い
る
様
々
な

面
白
い
、
素
敵
な
人
々
に
会
わ
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
種
や

国
籍
、
言
語
等
が
異
な
る
人
々
に
出
会
い
、

様
々
な
考
え
に
触
れ
、
何
か
を
感
じ
、
学

ぶ
こ
と
は
自
分
の
価
値
観
や
考
え
方
を
変

え
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
だ
け
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
や

見
え
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
成
長
で
き

る
と
思
う
の
で
す
。 

 
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
大
学
や
市
を
牽
引
し
て
い
る

三
方
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
言
葉
を
通
じ
て
、

ま
た
私
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
の
挑
戦
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。
埼
玉
県
と
オ
ハ
イ
オ
州
を

繋
ぐ
「
草
の
根
親
善
大
使
」
と
し
て
、
少
し

で
も
そ
の
関
係
の
向
上
に
貢
献
で
き
た
こ

と
を
願
い
ま
す
。 

 

～
河
上
直
子
～ 

埼
玉
親
善
大
使
の
曽
根
君
に
よ
っ
て
企
画

さ
れ
た
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
私
た
ち
が

受
け
て
い
る
奨
学
金
制
度
や
留
学
そ
の
も

の
に
つ
い
て
、
両
県
の
高
校
生
へ
の
情
報
発

信
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

全
く
無
く
、
実
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

ま
で
や
、
そ
の
後
の
編
集
作
業
の
一
つ
一
つ

の
過
程
を
模
索
し
な
が
ら
の
三
ヶ
月
で
し

た
。
途
中
、
挫
折
し
そ
う
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
可
能
な
情
報
を
掲
載
す
る
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
記
事
を
作
成
し

よ
う
」
と
い
う
思
い
の
基
、
よ
り
よ
い
記
事

を
作
成
す
る
た
め
に
数
え
切
れ
な
い
程
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
こ
う
し
て
形
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、

フ
ェ
ル
学
長
の
「
差
別
問
題
は
国
家
間
で
は

な
く
個
人
間
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
言

葉
は
、
人
種
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
、

様
々
な
差
別
や
偏
見
な
ど
の
根
絶
に
も

多
く
の
共
通
性
を
持
つ
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
実
際
、
私
が
留
学
以
前
抱
い
て
い
た

特
定
の
国
や
地
域
に
対
す
る
固
定
観
念

が
、
こ
の
十
ヶ
月
間
で
彼
ら
と
深
い
友
人

関
係
を
築
く
過
程
で
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ

と
を
思
う
と
、
ま
さ
に
こ
の
言
葉
を
身
を

も
っ
て
体
験
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
個

人
で
は
解
決
が
難
し
く
思
え
る
問
題
も
、

ま
ず
は
些
細
な
一
歩
か
ら
始
ま
る
も
の
な

の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。 

 

留
学
は
決
し
て
言
語
的
な
メ
リ
ッ
ト
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
価
値
観
に
触

れ
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
も
の
の
見

方
・
考
え
方
を
知
る
こ
と
で
、
広
い
視
野
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
企
画
は
私
た
ち
が
で
き
る
国

際
貢
献
へ
の
さ
さ
や
か
な
一
歩
で
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
点
が
線
に
な
っ
て
面
に
な

る
よ
う
に
、
両
県
の
高
校
生
が
留
学
や
こ

の
奨
学
金
制
度
へ
の
関
心
を
深
め
る
き
っ
か

け
と
な
り
、
小
さ
な
交
流
が
大
き
な
力
に

繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

 

     


